
陽明高校 

＊ 高専接続キャリア教育プログラム〔４－５月〕 ＊ 

 

文科省事業による本プログラムを、琉球リハビリテーション学院と連携し取り組んでいます。 

1年生「産社」で全クラスに行い、２，３年で「福祉」だけではなく「体育」を加え、社＆介福、看護、 

セラピスト等を志す対人援助職の学び “YOMEI STYLE” を琉リハさんと構築していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『産業社会と人間』 

・VR を用いた進路ガイダンス室紹介＆職業紹介動画 

コロナ禍における感染症対策として､360°カメラを用いた VR 動画の作成をし、VR ゴーグルを用いて、より

リアルな進路ガイダンス室の紹介を行った。感染対策としてももちろんだが、生徒に最新機器を用いたことで生

徒達の発想力・思考力を刺激することをねらいの 1 つとして授業を実施した。 

下記の写真は、1 人が VR 動画を視聴している間、隣の生徒は職業紹介動画を chrome book を用いて、視聴す

るワークを実施している様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VR視聴後の職業紹介動画 

視聴の様子 



 

 

・高齢化社会と対人援助職について 

 （社会を知るの学習テーマの 1 つとして､外部講師を招いた社会の現状をよりリアルに感じ・体験することを

で進路意識を喚起することを目的としている。） 

 この学習では生徒がなりたい職業を考えるきっかけづくりとして、VR を活用した様々な職業を体験し、職業

に対する理解をすることを目標としている。また、直接人に関わる職業について考え、対人援助と職種について

理解していく。 

 

 

 

 

 

 

 

『総合的な探究の時間』 

・コミュニケーションワーク（自分を知ろう、伝えよう） 

 クラス作り、自己表出・自己表現の場として取り組んだ。各授業における対話的で深い学びへとつながるため

のコミュニケーションの取り方について学ぶことを目的とした。 

 ウォーミングアップとして、提示した題材に沿ってグループを作るワークを全体で行った。それぞれに感じて

いること・捉えていることが異なることを感じることができた。10 名グループに別れ、コミュニケーションタイ

プの違いを説明・確認することで、10 名の中でもそれぞれが異なることを理解した。最後にクラスワークとして

ビニールシートとボールを用いて、どのクラスが一番高くボールを上げることができることを競った。その中で、

互いに心を通わせる・協力することの大切さを感じることができた。 


